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い
わ
ゆ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
に
よ
る

景
気
の
緩
や
か
な
回
復
や
、
非
正
規
雇
用
を

中
心
と
し
た
労
働
法
制
の
見
直
し
な
ど
を
受

け
、
企
業
に
お
け
る
雇
用
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

の
あ
り
方
は
今
、
ど
う
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
の
か
―
―
。
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
・
解
析
部

で
は
、
全
国
の
従
業
員
一
〇
〇
人
以
上
の
企

業
一
万
社
（
民
間
信
用
調
査
機
関
の
企
業

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
産
業
・
規
模
別
に
層
化

無
作
為
抽
出
）
を
対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
。
本
年
二
月
一
二
日
～
三
月

末
に
か
け
て
実
査
を
行
い
、
一
〇
〇
三
社
の

有
効
回
答
票
を
集
計
し
た
。
結
果
の
概
要
を

紹
介
す
る（
１
）。

人
材
活
用
の
現
状

　

回
答
企
業
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、
図
表
１

の
通
り
で
あ
る
。
主
た
る
業
種
は
、
製
造
業

が
二
五
・
五
％
、
サ
ー
ビ
ス
業
計
が
二
三
・

八
％
、
卸
売
業
、
小
売
業
が
一
八
・
七
％
な

ど
と
な
っ
た
。
規
模
別
で
は
、
三
〇
〇
人
未

満
が
六
一
・
八
％
を
占
め
た
。
労
働
組
合
が

あ
る
企
業
は
三
〇
・
九
％
だ
っ
た
。

　

調
査
で
は
ま
ず
、
企
業
に
お
け
る
従
業
員

全
体
を
図
表
２
の
定
義
で
区
分
し
、
雇
用
／

活
用
状
況
を
把
握
し
た
。
区
分
欄
に
有
効
回

答
が
あ
っ
た
企
業
（
ｎ
＝
九
七
六
社
）
の
集

計
で
、
働
き
方
に
限
定
の
な
い
、
い
わ
ゆ
る

【
無
限
定
正
社
員
】
を
雇
用
し
て
い
る
割
合

は
九
九
・
一
％
だ
っ
た
。
ま
た
、
正
社
員
と

し
て
標
準
的
な
働
き
方
を
す
る
者
（
無
限
定

正
社
員
）
よ
り
、
勤
務
地
や
職
種
、
所
定
労

働
時
間
の
長
さ
な
ど
が
限
定
さ
れ
て
い
る

【
限
定
正
社
員
】区
分
が
あ
る
企
業
は
二
五
・

四
％
。
正
社
員
に
は
位
置
づ
け
て
い
な
い
が
、

雇
用
期
間
に
定
め
が
な
い
【
無
期
契
約
の
非

正
社
員
】
区
分
が
あ
る
企
業
は
、
フ
ル
タ
イ

ム
（
二
五
・

八
％
）
あ
る

い
は
パ
ー
ト

タ
イ
ム
（
三

三
・
三
％
）

の
い
ず
れ
か

の
雇
用
で
三

七
・
八
％
と

な
っ
た
。

　

総
じ
て
、

現
状
で
も
半

数
弱（
四
五
・

四
％
）
に
の

ぼ
る
企
業
が
、

【
無
限
定
正

社
員
】
以
外

で
期
間
に
定

め
の
な
い
社

員
（【
無
期

契
約
の
社

員
】）
を
雇

用
し
て
い
る

こ
と
が
分
か

る
。

　

一
方
、
有
期
・
無
期
を
問
わ
ず
何
ら
か
の

【
非
正
社
員
】
区
分
を
持
つ
企
業
は
、九
七
・

二
％
だ
っ
た
。
ま
た
、【
有
期
契
約
の
非
正
社

員
】
を
雇
用
し
て
い
る
割
合
は
九
〇
・
五
％

で
、形
態
別
に
み
る
と【
定
年
再
雇
用
社
員
】

が
七
一
・
七
％
、【
フ
ル
タ
イ
ム
の
有
期
契
約

※雇用／活用している区分欄に有効回答があった企業（ｎ＝９７６社）で集計

無限定正社員 雇用期間の定めがなく転勤、出向、配置転換等を伴う、働き方に限定のない、いわゆる正社員 99.1

限定正社員
正社員としての標準的な働き方より所定労働時間が短い者や職種や勤務地等が限定されて

いる者
25.4

フルタイム社員
貴企業として正社員には位置づけていないが、雇用期間の定めがなく、所定労働時間の長さが

正社員とほぼ同じ者
25.8

パートタイム社員
貴企業として正社員には位置づけていないが、雇用期間の定めがなく、正社員より１日の所定

労働時間が短いか、１週間の所定労働日数が少ない者
33.3

定年再雇用社員 貴企業の正社員を定年退職後、再雇用している者 71.7
フルタイム社員 有期契約（雇用期間が１ヵ月を超える）で、所定労働時間の長さが正社員とほぼ同じ者 59.6
パートタイム社員 有期契約（同）で、正社員より１日の所定労働時間が短いか、１週間の所定労働日数が少ない者 66.0
臨時社員 臨時的に、または日々、雇用している者で、雇用期間が１ヵ月以内の者 19.8
派遣社員 労働者派遣法に基づく派遣事業所から、貴企業の事業所に派遣されている者 47.0

雇用／活用

企業割合

有

期

契

約

本調査での定義

無

期

契

約

正

社

員

非

正

社

員

45.4
37.8

企
業
に
お
け
る
雇
用
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
あ
り
方
は
今
、

　
　
　
ど
う
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か

　

―
―
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ「
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
」結
果
よ
り

図表１　回答企業のプロフィール

図表２　各区分の定義と雇用／活用している企業割合

8.0 １９５９年以前 36.6

25.5 １９６０年代 19.1

0.1 １９７０年代 16.7

2.6 １９８０年代 11.0

11.3 8.0１９９０年代

18.7 7.1２０００年代

2.5 1.5２０１０年以降

0.8

1.9 １ヶ所のみ 13.3

5.0 ２～５ヶ所 34.7

1.9 ６～１０ヶ所 21.4

2.5 18.9１１～３０ヶ所

3.6 ３１ヶ所以上 10.1

無回答0.1 1.6

14.9

0.7 あり

なし

30.9

69.0

９９人以下 4.4 無回答 0.1

１００～２９９人 57.4

３００～９９９人 24.4 行っている 62.7

12.7１，０００～９，９９９人 行っていない 34.7

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業、物品賃貸業

学術研究、専門・技術サービス業

宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

複合サービス業（郵便局、協同組合等）

その他サービス業（他に分類されないもの）

その他

１万人以上 無回答1.1 2.6

海外事業を展開している 17.1

売上高に占める海外比率 23.4

82.5していない

無回答 0.4

主

た
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規
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外

事
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企
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設
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事
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労

組

労

使

協
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社
員
】
が
五
九
・
六
％
、【
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の

有
期
契
約
社
員
】
が
六
六
・
〇
％
、【
臨
時
社

員
】
が
一
九
・
八
％
、【
派
遣
社
員
】
が
四
七
・

〇
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

雇
用
／
活
用
し
て
い
る
区
分
数
を
集
計
す

る
と
、「
三
種
類
」
～
「
五
種
類
」
に
ボ
リ
ュ
ー

ム
ゾ
ー
ン
が
み
ら
れ
る
（
計
五
六
・
五
％
）。

組
み
合
わ
せ
と
し
て
は
、
三
種
類
で
は
【
無

限
定
正
社
員
】
と
【
定
年
再
雇
用
社
員
】
に

加
え
、
フ
ル
タ
イ
ム
あ
る
い
は
パ
ー
ト
タ
イ

ム
の
い
ず
れ
か
の
【
有
期
契
約
社
員
】
を
雇

用
し
て
い
る
企
業
が
最
多
で
あ
る
。
四
種
類

で
は
フ
ル
タ
イ
ム
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
両

【
有
期
契
約
社
員
】
を
雇
用
し
て
い
る
企
業

が
多
く
、五
種
類
で
は
さ
ら
に【
派
遣
社
員
】

を
活
用
し
て
い
る
。

人
材
活
用
の
見
直
し
の
方
向
性

　

こ
う
し
た
な
か
、
企
業
に
お
け
る
雇
用

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
あ
り
方
は
今
、
ど
う
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
本
調
査
で

は
、全
有
効
回
答
企
業（
ｎ
＝
一
〇
〇
三
社
）

を
対
象
に
、
従
業
員
全
体
に
占
め
る
【
無
期

契
約
の
社
員
】（
無
限
定
正
社
員
お
よ
び
限
定

正
社
員
、
無
期
契
約
の
非
正
社
員
の
合
算
）

の
割
合
が
、（
二
〇
一
九
年
一
月
ま
で
の
）
向

こ
う
五
年
間
で
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
見
通

し
か
を
尋
ね
た
。
そ
の
結
果
、「
横
ば
い
で
推

移
す
る
（
増
減
は
ほ
と
ん
ど
な
い
）」
と
み

る
企
業
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
（
三
〇
・

七
％
）
も
の
の
、
次
い
で
、「
現
状
よ
り
（
や

や
）
増
加
す
る
（
と
思
う
）」
企
業
が
多
く
、

四
社
に
一
社
超
（
二
六
・
六
％
）
と
な
っ
た

（
図
表
３
）。
以
下
、「
分
か
ら
な
い
」（
一
九
・

八
％
）、「
現
状
よ
り
（
や
や
）
減
少
す
る
（
と

思
う
）」（
七
・
五
％
）
な
ど
が
続
い
た
。

　
【
無
期
契
約
の
社
員
】
の
割
合
が
「
現
状

よ
り
（
や
や
）
増
加
す
る
（
と
思
う
）」
と

予
測
し
た
企
業
（
ｎ
＝
二
六
七
社
）
に
対
し
、

さ
ら
に
同
社
員
に
占
め
る
【
正
社
員
（
限
定

正
社
員
を
含
む
、
以
下
同
）】
の
割
合
の
増

減
見
通
し
に
つ
い
て
も
尋
ね
た
。
結
果
と
し

て
、
最
多
は
【
正
社
員
】
割
合
が
「
現
状
よ

り
（
や
や
）
増
加
す
る
（
と
思
う
）」
企
業
で
、

約
六
割
（
五
九
・
九
％
）
に
の
ぼ
っ
た
。
次

い
で
多
か
っ
た
の
は
、【
無
期
契
約
の
社
員
】

割
合
は
増
え
る
が
【
正
社
員
】
割
合
は
「
横

ば
い
で
推
移
す
る
（
増
減
は
ほ
と
ん
ど
な

い
）」
と
み
る
企
業
（
一
六
・
一
％
）
で
、

こ
れ
に
【
無
期
契
約
の
社
員
】
割
合
は
増
え

る
も
の
の
【
正
社
員
】
割
合
は
「
現
状
よ
り

（
や
や
）
減
少
す
る
（
と
思
う
）」
と
の
回

答
（
一
一
・
六
％
）
が
続
い
た
。

　

こ
れ
ら
を
全
体
に
対
す
る
割
合
で
み
る
と
、

向
こ
う
五
年
間
で
、
従
業
員
全
体
に
占
め
る

【
正
社
員
】
の
割
合
が
増
加
す
る
と
み
て
い

る
企
業
は
一
六
・
〇
％
と
な
る
。
ま
た
、【
正

社
員
】
は
横
ば
い
ま
た
は
（
や
や
）
減
少
だ

が
、【
無
期
契
約
の
社
員
】
割
合
は
増
加
す
る

と
み
る
企
業
が
七
・
四
％
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。

　

一
方
、
既
存
の
正
社
員
よ
り
働
き
方
を
限

定
し
た
り
、
非
正
社
員
よ
り
働
き
方
を
拡
大

し
処
遇
を
改
め
る
な
ど
し
て
、社
会
的
に「
多

様
な
正
社
員
」（
い
わ
ゆ
る【
限
定
正
社
員
】）

層
を
形
成
し
て
い
こ
う
と
す
る
議
論
が
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
全
有
効
回
答
企
業
に
対
し
、

自
社
に
お
け
る
「
多
様
な
正
社
員
」
の
可
能

性
を
ど
う
考
え
る
か
に
つ
い
て
も
尋
ね
た
。

結
果
と
し
て
、
二
割
弱
（
一
九
・
一
％
）
の

企
業
が
「
多
様
な
正
社
員
区
分
を
新
設
（
既

に
あ
る
場
合
は
拡
充
）
す
る
こ
と
を
検
討
し

得
る
」
と
回
答
し
た
（
図
表
４
）。

　

こ
れ
ら
を
業
種
別
に
み
る
と
「
宿
泊
業
、

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
」
や
「
金
融
業
、保
険
業
」

（
と
も
に
二
八
・
〇
％
）、「
情
報
通
信
業
」（
二

六
・
九
％
）、「
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、
娯

楽
業
」（
二
六
・
三
％
）
な
ど
で
四
社
に
一
社

を
超
え
た
。
ま
た
、従
業
員
規
模
別
で
は「
一

〇
〇
〇
人
以
上
」
で
三
割
強
（
一
万
人
以
上

で
は
半
数
弱
）
に
の
ぼ
っ
た
。

五
年
後
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
予
測

　

人
材
活
用
の
見
直
し
に
係
る
全
体
的
な
方

向
性
を
把
握
し
た
う
え
で
、
本
調
査
で
は
従

業
員
全
体
に
占
め
る
【
無
期
契
約
の
社
員
】

（
無
限
定
正
社
員
、
限
定
正
社
員
、
無
期
契

約
の
非
正
社
員
の
合
算
）
の
割
合
が
、
向
こ

う
五
年
間
で
ど
の
程
度
に
な
る
見
通
し
か
の

具
体
的
な
数
値
も
記
入
し
て
も
ら
っ
た
。
有

効
回
答
が
あ
っ
た
企
業
（
ｎ
＝
七
六
七
社
）

で
集
計
す
る
と
、ま
ず
、現
状
に
お
け
る
【
無

期
契
約
の
社
員
】
：
【
有
期
契
約
の
社
員
】

の
割
合
は
、直
接
雇
用
の
み
の
場
合
で
六
四
・

七
％
：
三
五
・
三
％
、
間
接
雇
用
の
派
遣
社

員
も
含
む
場
合
で
は
六
三
・
一
％
：
三
六
・

九
％
だ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
五
年
後
に
お
け
る
【
無
期

契
約
の
社
員
】
：
【
有
期
契
約
の
社
員
】
の

割
合
予
測
は
、
直
接
雇
用
の
み
の
場
合
で
六

図表３　向こう５年間における無期契約社員・正社員の増減見通し

図表４　多様な正社員を新設・拡充する可能性

現状より（やや）

５９．９％

増加する（と思う）

横ばいで

推移する（増減は

１６．１％

ほとんどない）  

現状より

（やや）減少する

（と思う） １１．６％

分からない

２．２％ 無回答

１０．１％

（ｎ＝無期契約社員の割合が

無期契約社員に占める

正社員（限定正社員含む）の割合の

向こう５年間における増減見通し

「現状より（やや）増加する（と思う）」

と回答した２６７社）

（やや）増加

現状より

する（と思う）

２６．６％

横ばいで

推移する
（増減は

３０．７％

ほとんどない）

減少する（と思

現状より（やや）

う）７．５％

分からない

無回答

１９．８％

１５．４％

（ｎ＝全有効回答企業１，００３社）

従業員全体に占める無期契約の社員割合の

向こう５年間における増減見通し

多様な正社員区分を

新設（既にある場合は

拡充）することを

検討し得る １９．１％

多様な正社員区分を

新設・拡充することは

考えにくい ２８．５％

分からない

４５．８％

無回答

６．６％

（ｎ=全有効回答企業１，００３社）
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19.2
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37.0

44.5

48.3

44.4

44.3

36.8

48.0
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48.0
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44.6
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0.0
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4.5
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6.0

10.5

4.0

4.3

11.5

7.7

7.2

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１万人以上

１，０００人以上

３００～９９９人

１００～２９９人

医療、福祉

サービス業（他に分類されないもの）

生活関連サービス業、娯楽業

宿泊業、飲食サービス業

サービス業計

金融業、保険業

卸売業、小売業

運輸業、郵便業

情報通信業

非製造業計

製造業

多様な正社員区分を新設（既にある場合は拡充）することを検討し得る 多様な正社員区分を新設・拡充することは考えにくい 分からない 無回答
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七
・
九
％
：
三
二
・
一
％
、
派
遣
社
員
も
含

む
場
合（
２
）
で
は
六
六
・
一
％
：
三
三
・
九
％

と
算
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、【
無
期
契
約
の

社
員
】
割
合
は
、
直
接
雇
用
の
み
の
場
合
で

向
こ
う
五
年
間
に
プ
ラ
ス
三
・
二
㌽
、
派
遣

社
員
も
含
む
場
合
で
は
プ
ラ
ス
三
・
〇
㌽
上

昇
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
【
有
期
契
約
の
社
員
】
割
合
が

上
昇
を
続
け
て
き
た
中
に
あ
っ
て
、
向
こ
う

五
年
間
で
は
【
無
期
契
約
の
社
員
】
へ
の
「
揺

り
戻
し
」
が
図
ら
れ
る
見
通
し
が
示
さ
れ
た

（
３
）。

「
揺
り
戻
し
」
企
業
の
特
徴

　
【
有
期
契
約
の
社
員
】
か
ら
【
無
期
契
約

の
社
員
】
へ
の
「
揺
り
戻
し
」
と
い
う
変
化

は
、
ど
の
よ
う
な
企
業
群
で
起
こ
ろ
う
と
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
主
な
属
性
等
別
に
、【
無

期
契
約
の
社
員
】
割
合
の
、
現
在
値
と
五
年

後
の
予
測
値
の
差
（
以
下
、「
揺
り
戻
し
幅
」

と
い
う
）
を
集
計
し
た
も
の
が
図
表
５
で
あ

る
。
直
接
雇
用
の
み
の
場
合
で
業
種
別
に
み

る
と
、
製
造
業
よ
り
は
非
製
造
業
で
、【
有
期

契
約
の
社
員
】
か
ら
【
無
期
契
約
の
社
員
】

へ
の
揺
り
戻
し
幅
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
る

（
製
造
業
二
・
二
㌽
∧
非
製
造
業
三
・
六
㌽
）。

　

非
製
造
業
の
中
で
は
、「
サ
ー
ビ
ス
業
（
他

に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）」（
四
・
三
㌽
）や「
卸

売
業
、
小
売
業
」（
四
・
二
㌽
）
の
揺
り
戻
し

幅
が
大
き
い
。
ま
た
、「
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー

ビ
ス
業
」
で
は
、【
有
期
契
約
の
非
正
社
員
】

か
ら
【
無
期
契
約
の
社
員
】
へ
の
揺
り
戻
し

幅
は
〇
・
六
㌽
と
限
定
的
な
が
ら
、【
正
社
員
】

の
増
加
幅
（
非
正
社
員
の
減
少
幅
）
が
三
・

三
㌽
と
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

従
業
員
規
模
別
で
は
、
規
模
が
大
き
い
ほ

ど
揺
り
戻
し
幅
も
大
き
く
な
る
傾
向
が
み
ら

れ
る
。「
一
〇
〇
〇
人
以
上
」
の
揺
り
戻
し

幅
は
、
三
・
四
㌽
（
中
で
も
一
万
人
以
上
で

は
六
・
三
㌽
）
で
あ
る
。

雇
用
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
見
直
し

背
景

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
今
、
雇
用
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
あ
り
方
が
見
直
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
ヒ
ン
ト
を
探
る
た
め
、

本
調
査
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
設
問
に
絡
め
、

雇
用
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
現
在
値
と
五
年
後

の
予
測
値
を
調
べ
た
（
図
表
５
）。

①
経
済
・
競
争
環
境
の
変
化

　

ま
ず
、
経
営
戦
略
と
の
関
係
を
み
る
と
、

【
無
期
契
約
の
社
員
】へ
の
揺
り
戻
し
幅（【
有

期
契
約
の
社
員
】
の
減
少
幅
）
が
大
き
い
の

は
、「
国
内
の
事
業
展
開
を
重
視
」
す
る
企
業

（
四
・
五
㌽
）
で
あ
る
。
ま
た
、「
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
低
価
格
化
を
追
求
」す
る
企
業（
一
・

七
㌽
）
よ
り
「
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
付
加
価

値
化
を
追
求
」
す
る
企
業
（
三
・
八
㌽
）、「
利

益
率
の
引
上
げ
を
重
視
」
す
る
企
業
（
三
・

〇
㌽
）
よ
り
は
「
売
上
高
の
拡
大
を
重
視
」

す
る
企
業
（
三
・
七
㌽
）
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。

　

業
界
が
直
面
し
て
い
る
現
状
と
の
関
連
で

は
、「
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
が
低
下
し
て

い
る
」
と
感
じ
て
き
た
企
業
（
三
・
五
㌽
）

の
方
が
、「
低
下
し
て
い
な
い
」
と
す
る
企
業

（
二
・
六
㌽
）
よ
り
揺
り
戻
し
幅
は
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
顧
客
ニ
ー
ズ
が
高
度

化
・
多
様
化
し
て
い
る
」
と
感
じ
て
き
た
企

業
（
三
・
三
㌽
）
の
方
が
、「
し
て
い
な
い
」

と
す
る
企
業
（
二
・
一
㌽
）
よ
り
揺
り
戻
し

幅
が
大
き
い
。

　

デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
期
待
や
景
気
拡
大
へ

の
期
待
が
高
ま
る
な
か
、
国
内
の
事
業
を
重

視
し
、
売
上
高
の
増
大
を
め
ざ
す
企
業
で
、

図表５　企業の主な属性等別にみた向こう５年間における雇用ポートフォリオの変化

無
期
契
約
の
社
員

（
う
ち
正
社
員

）

有
期
契
約
の
社
員

無
期
契
約
の
社
員

（
う
ち
正
社
員

）

有
期
契
約
の
社
員

無
期
契
約
の
社
員

（
う
ち
正
社
員

）

有
期
契
約
の
社
員

無
期
契
約
の
社
員

（
う
ち
正
社
員

）

有
期
契
約
の
社
員

767 64.7 60.9 35.3 67.9 61.2 32.1 3.2 63.1 59.3 36.9 66.1 59.7 33.9 3.0

製造業 188 83.4 82.6 16.6 85.6 82.1 14.5 2.2 80.2 79.5 19.8 82.3 79.0 17.7 2.1

非製造業計 579 57.6 52.6 42.4 61.2 53.3 38.8 3.6 56.5 51.5 43.6 59.9 52.2 40.1 3.4

  建設業 63 85.4 85.1 14.6 86.9 82.5 13.1 1.5 79.5 79.2 20.5 80.9 76.8 19.1 1.4

  運輸業、郵便業 89 77.8 72.0 22.2 80.6 73.5 19.4 2.8 76.5 70.8 23.5 79.3 72.3 20.7 2.8

  卸売業、小売業 148 48.8 44.9 51.2 53.0 45.9 47.0 4.2 48.2 44.3 51.8 52.4 45.3 47.6 4.2

  医療、福祉 30 67.4 61.0 32.6 70.8 61.4 29.2 3.4 67.2 60.8 32.8 70.5 61.1 29.5 3.3

  サービス業計 181 47.4 38.2 52.7 50.0 39.6 50.0 2.7 46.5 37.5 53.5 49.2 38.9 50.8 2.7

 　  宿泊業、飲食サービス業 33 32.5 20.5 67.5 33.1 23.8 66.9 0.6 32.5 20.5 67.5 33.1 23.8 66.9 0.6

 　  サービス業（他に分類されないもの） 118 58.7 51.4 41.3 63.0 51.4 37.0 4.3 56.5 49.6 43.5 60.7 49.6 39.3 4.2

99人以下 35 84.8 77.2 15.2 85.2 76.5 14.8 0.4 84.0 76.5 16.0 84.4 75.7 15.6 0.4

100 ～299人 447 77.7 71.5 22.4 80.1 72.0 19.9 2.4 75.5 69.5 24.5 77.9 70.0 22.1 2.4

300 ～999人 191 60.9 56.9 39.1 64.1 56.6 35.9 3.2 59.2 55.3 40.8 62.3 55.0 37.7 3.1

1,000人以上 94 62.6 59.4 37.4 66.0 60.0 34.0 3.4 61.1 57.9 38.9 64.4 58.5 35.6 3.3

単一事業所 98 74.7 71.5 25.3 78.1 72.6 21.9 3.4 73.2 70.0 26.8 76.6 71.1 23.4 3.4

複数事業所あり 660 63.9 59.8 36.1 67.2 60.2 32.8 3.3 62.1 58.2 37.9 65.3 58.5 34.7 3.2

ある 228 68.1 66.7 31.9 71.8 67.5 28.2 3.7 66.4 65.0 33.6 70.0 65.8 30.0 3.6

ない 538 60.0 52.8 40.0 62.5 52.6 37.5 2.5 58.5 51.5 41.5 60.8 51.3 39.2 2.3

している 117 78.4 77.3 21.6 80.5 76.7 19.5 2.1 75.5 74.4 24.5 77.5 73.8 22.5 2.0

していない 647 55.4 49.6 44.6 59.3 50.7 40.8 3.9 54.4 48.7 45.6 58.2 49.8 41.8 3.8

A である 288 60.5 54.2 39.5 64.2 54.6 35.8 3.7 59.3 53.1 40.7 62.9 53.5 37.1 3.6

B である 458 66.5 63.5 33.5 69.5 63.9 30.5 3.0 64.7 61.7 35.3 67.6 62.1 32.4 2.9

A である 592 57.7 52.5 42.3 62.2 53.2 37.9 4.5 56.4 51.3 43.6 60.8 52.0 39.2 4.4

B である 154 81.8 80.8 18.2 82.0 80.4 18.0 0.2 79.0 78.0 21.0 79.2 77.7 20.8 0.2

A である 176 55.2 52.4 44.8 58.6 52.6 41.4 3.4 53.6 50.9 46.4 57.0 51.1 43.0 3.4

B である 569 69.6 65.2 30.4 72.7 65.7 27.3 3.1 67.9 63.6 32.1 70.9 64.0 29.1 3.0

A である 504 62.1 58.8 37.9 65.9 59.4 34.1 3.8 60.6 57.4 39.4 64.3 58.0 35.7 3.7

B である 246 72.4 67.0 27.6 74.1 66.7 25.9 1.7 70.3 65.0 29.7 71.9 64.8 28.1 1.6

当てはまる 387 65.0 59.2 35.1 68.5 60.0 31.5 3.5 63.5 57.9 36.5 67.0 58.7 33.0 3.5

当てはまらない 362 65.1 63.2 34.9 67.7 63.1 32.3 2.6 63.1 61.3 36.9 65.7 61.3 34.3 2.6

当てはまる 368 59.9 54.4 40.1 63.2 55.3 36.9 3.3 58.8 53.4 41.2 62.0 54.2 38.1 3.2

当てはまらない 377 70.4 68.4 29.6 73.4 68.3 26.6 3.0 68.1 66.2 31.9 71.0 66.0 29.0 2.9

当てはまる 551 63.9 60.2 36.1 67.2 60.6 32.9 3.3 62.3 58.7 37.8 65.4 59.0 34.6 3.1

当てはまらない 202 72.0 67.0 28.0 74.1 67.6 25.9 2.1 70.3 65.3 29.7 72.3 65.9 27.7 2.0

派遣社員を含む場合

現状 ５年後 有
期
契
約
の
社
員
か
ら

無
期
契
約
の
社
員
へ
の

揺
り
戻
し
幅

業界の現状①

商品・サービスの価格が低下

業界の現状②

業界の需要が頭打ち

業界の現状③

顧客ニーズが高度化・多様化

直接雇用のみの場合

労働組合

海外事業の展開

経営戦略①
A. 売上高の拡大を重視/

B. 利益率の引上げを重視

経営戦略②
A. 国内の事業展開を重視/

B. 海外での事業展開を重視

経営戦略③
A. 事業の多角化を追求/

B. 主力事業に集中化

経営戦略④A. 商品・サービス

の付加価値化を追求/B. 商品・

サービスの低価格化を追求

全  体

主な業種

従業員規模

事業所

有
効
回
答
企
業
数

現状 ５年後 有
期
契
約
の
社
員
か
ら

無
期
契
約
の
社
員
へ
の

揺
り
戻
し
幅
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ま
た
、
市
場
が
成
熟
す
る
な
か
、
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
付
加
価
値
化
等
を
め
ざ
す
企
業
な
ど

で
、
雇
用
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
見
直
し
が
図

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

②
人
材
育
成
上
の
課
題
と
生
産
性
向
上

　

本
調
査
で
は
、
多
様
な
雇
用
区
分
間
に
お

け
る
人
材
育
成
の
実
施
状
況
や
、
人
材
育
成

上
、
感
じ
て
き
た
課
題
な
ど
も
尋
ね
て
い
る

（
詳
細
は
注
１
）。
雇
用
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
見

直
し
と
人
材
育
成
上
の
課
題
の
関
係
を
み
る

と
、【
有
期
契
約
の
社
員
】
を
活
用
す
る
中
で

何
ら
か
の
不
都
合
を
感
じ
て
き
た
企
業
ほ
ど
、

【
無
期
契
約
の
社
員
】
へ
の
揺
り
戻
し
を
図

ろ
う
と
し
て
い
る
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。
揺

り
戻
し
幅
が
大
き
い
の
は
、【
有
期
契
約
の
社

員
】
に
つ
い
て
「
離
職
等
で
人
材
育
成
投
資

が
回
収
で
き
な
い
」（
五
・
三
㌽
）、「
業
務
が

多
忙
で
育
成
の
時
間
的
余
裕
が
な
い
」（
五
・

五
㌽
）、「
人
材
育
成
を
受
け
る
社
員
側
の
意

欲
が
低
い
」（
七
・
九
㌽
）
な
ど
と
感
じ
て
き

た
企
業
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
調
査
で
は
自
社
の
労
働
生
産
性

（
従
業
員
一
人
あ
た
り
の
付
加
価
値
）
に
対

す
る
評
価
も
尋
ね
て
い
る
。
こ
れ
と
雇
用

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
見
直
し
の
関
係
を
み
る

と
、【
有
期
契
約
の
社
員
】
か
ら
【
無
期
契
約

の
社
員
】
へ
の
揺
り
戻
し
幅
が
大
き
い
の
は
、

現
在
の
労
働
生
産
性
が
「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
低
い
」
と
感
じ
て
い
る
企
業
で
あ
る
。
同

企
業
群
の
雇
用
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
現
状
、

【
無
期
契
約
の
社
員
】
：
【
有
期
契
約
の
社

員
】
が
四
五
・
六
％
：
五
四
・
四
％
の
と
こ

ろ
、
五
年
後
の
予
測
で
は
【
有
期
契
約
の
社

員
】
か
ら
【
無
期
契
約
の
社
員
】
へ
、
四
・

六
㌽
（
う
ち
【
正
社
員
】
は
二
・
七
㌽
）
揺

り
戻
す
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、【
有
期
契
約
の
社
員
】
の
人
材

育
成
上
の
課
題
（
離
職
、
多
忙
化
、
意
欲
の

低
さ
）
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
企
業
や
、
労

働
生
産
性
の
向
上
を
狙
う
企
業
ほ
ど
、
雇
用

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
見
直
し
を
図
ろ
う
と
し

て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

③
労
働
力
確
保
に
対
す
る
危
機
感
等

　

一
方
、先
述
し
た
「
多
様
な
正
社
員
」（【
限

定
正
社
員
】）
を
形
成
す
る
可
能
性
に
つ
い

て
の
調
査
結
果
か
ら
、
次
の
よ
う
な
点
を
指

摘
す
る
こ
と
も
で
き
る
。「
多
様
な
正
社
員

区
分
を
新
設
（
既
に
あ
る
場
合
は
拡
充
）
す

る
こ
と
を
検
討
し
得
る
」
と
回
答
し
た
企
業

に
そ
の
理
由
を
尋
ね
る
と（
複
数
回
答
）、「
改

正
労
働
契
約
法
に
よ
る
通
算
五
年
勤
続
後
の

無
期
転
換
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
」（
四

四
・
三
％
）
や
、「
少
子
高

齢
化
が
進
展
す
る
な
か
、

必
要
な
労
働
力
を
い
か
に

確
保
す
る
か
に
危
機
感
を

持
っ
て
い
る
か
ら
」（
四

二
・
七
％
）
が
上
位
に
あ

が
っ
た
（
図
表
６
）。

　

ま
た
、「
非
正
社
員
か
ら

の
転
換
を
促
進
し
、
優
秀

な
人
材
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
」
や
「
働

き
方
や
処
遇
等
を
限
定
し

た
多
様
な
正
社
員
な
ら
雇

用
の
余
地
が
あ
る
か
ら
」

（
と
も
に
四
一
・
七
％
）、

「
正
社
員
の
雇
用
区
分
を

も
っ
と
細
分
化
す
る
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
か
ら

（
価
値
観
の
多
様
化
等
）」

（
三
八
・
五
％
）
な
ど
が

こ
れ
に
続
い
た
（
平
均
選

択
数
二
・
五
個
）。

　

総
じ
て
今
、
企
業
が
「
多
様
な
正
社
員
」

（【
限
定
正
社
員
】）
の
新
設
・
拡
充
を
含
め

て
雇
用
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
見
直
し
を
考
え

る
背
景
に
は
、
二
〇
一
八
年
四
月
以
降
に
発

生
す
る
無
期
転
換
申
込
み
権
へ
の
対
応
や
、

少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
で
の
労
働
力
確

保
に
対
す
る
危
機
感
、
さ
ら
に
は
正
社
員
・

非
正
社
員
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
り
方
の
見
直
し
の

必
要
性
な
ど
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

④
雇
用
・
育
成
を
め
ぐ
る
基
本
的
な
考
え
方

の
普
遍
性

　

な
お
、
揺
り
戻
し
の
根
底
に
あ
る
考
え
方

と
し
て
は
、
企
業
に
お
け
る
雇
用
方
針
や
人

材
育
成
方
針
に
、
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
な

い
点
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

全
有
効
回
答
企
業
に
対
し
て
雇
用
方
針
を
尋

ね
る
と
、「
正
社
員
の
長
期
雇
用
は
維
持
す

る
」
ス
タ
ン
ス
の
企
業
が
九
割
弱
（
八
八
・

八
％
）
に
の
ぼ
り
、「
柔
軟
に
雇
用
調
整
し
て

い
く
」（
二
・
〇
％
）
を
大
き
く
上
回
っ
た
（
図

図表６　多様な正社員の新設・拡充を検討し得る理由
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に
よ
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年
勤
続
後
の
無
期
転
換
に

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
な
か
、

必
要
な
労
働
力
を
い
か
に
確
保

す
る
か
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
か
ら

非
正
社
員
か
ら
の
転
換
を
促
進
し
、

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら

働
き
方
や
処
遇
等
を
限
定
し
た

多
様
な
正
社
員
な
ら
、

雇
用
の
余
地
が
あ
る
か
ら

正
社
員
の
雇
用
区
分
を
も
っ
と

細
分
化
す
る
必
要
性
を
感
じ
て

い
る
か
ら
（
価
値
観
の
多
様
化
等
）

人
件
費
の
抑
制
に
つ
な
が
る
か
ら

働
き
方
を
限
定
し
た
区
分

で
な
い
と
採
用
し
に
く
い
か
ら

（
若
者
の
地
元
志
向
等
）

そ
の
他

無
回
答

（ｎ=多様な正社員区分を検討

し得ると回答した１９２社）

％

（複数回答）
（平均選択数２．５個）
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A.非正社員の能力開発は、非正社員自身が行うべき

/B. 非正社員に対しても、企業が積極的に能力開発を行うべき

Ａ従業員に教育訓練を行うのは企業の責任である

／Ｂ教育訓練に責任を持つのは従業員個人である

Ａ今後の要員管理は、賃金・労働時間の柔軟な調整が重要である

／Ｂ今後の要員管理は、雇用者数の柔軟な調整が重要である

Ａ非正社員もできるだけ長く雇用する

／Ｂ非正社員は人材の入れ代わりを促進する

Ａ正社員の長期雇用は維持する

／Ｂ正社員も柔軟に雇用調整していく

Ａである どちらかというとＡ 何とも言えない

どちらかと

いうとＢ

Ｂで

ある

（ｎ＝全有効回答企業１，００３社）

図表７　雇用や人材育成に関する考え方
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表
７
）。
非
正
社
員
に
対
す
る
考
え
方
も
同

様
で
、「
非
正
社
員
も
で
き
る
だ
け
長
く
雇
用

す
る
」企
業
が
約
三
社
に
二
社（
六
五
・
四
％
）

を
占
め
た
の
に
対
し
、「
非
正
社
員
は
人
材
の

入
れ
代
わ
り
を
促
進
す
る
」と
の
回
答
は
六
・

二
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

従
業
員
の
教
育
訓
練
へ
の
関
わ
り
方
に
つ

い
て
は
、「
従
業
員
に
教
育
訓
練
を
行
う
の
は

企
業
の
責
任
で
あ
る
」
と
考
え
る
割
合
が
八

割
を
超
え
（
八
〇
・
八
％
）、「
教
育
訓
練
に

責
任
を
持
つ
の
は
従
業
員
個
人
で
あ
る
」
と

す
る
企
業
（
四
・
三
％
）
を
大
き
く
上
回
っ

た
。
非
正
社
員
の
能
力
開
発
に
つ
い
て
は
、

「
非
正
社
員
自
身
が
行
う
べ
き
」
と
す
る
企

業
は
一
割
程
度
（
一
〇
・
九
％
）
に
と
ど
ま

り
、「
非
正
社
員
に
対
し
て
も
、
企
業
が
積
極

的
に
能
力
開
発
を
行
う
べ
き
」
と
の
回
答
が

四
割
を
超
え
た
（
四
一
・
八
％
）。

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
変
化
に
伴
う

検
討
課
題

　
【
有
期
契
約
の
社
員
】
割
合
を
低
減
さ
せ
、

【
正
社
員（
限
定
正
社
員
を
含
む
）】な
ど【
無

期
契
約
の
社
員
】
割
合
を
高
め
る
「
揺
り
戻

し
」
が
図
ら
れ
よ
う
と
す
る
中
で
、
今
後
の

雇
用
管
理
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
回
の
調
査
だ

け
で
考
察
で
き
る
範
囲
は
限
ら
れ
る
が
、
こ

の
点
に
触
れ
て
本
稿
を
締
め
括
り
た
い
。

①
多
元
的
な
雇
用
区
分
間
の
処
遇
バ
ラ
ン
ス

　

ま
ず
、
一
つ
に
は
多
元
的
な
雇
用
区
分
間

で
、
仕
事
と
働
き
方
の
相
違
を
踏
ま
え
た
処

遇
バ
ラ
ン
ス
を
、
い
か
に
確
保
す
る
か
と

い
っ
た
課
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く

る
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
先
述
し
た
「
多

様
な
正
社
員
」（【
限
定
正
社
員
】）
の
可
能
性

に
つ
い
て
「
新
設
・
拡
充
す
る
こ
と
は
考
え

に
く
い
」
と
し
た
企
業
（
二
八
・
五
％
）
に

尋
ね
た
理
由
（
複
数
回
答
）
で
は
、「
雇
用
区

分
間
の
仕
事
や
処
遇
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方

が
難
し
い
か
ら
」（
六
八
・
五
％
）、「
雇
用
区

分
が
多
い
と
、
労
務
管
理
が
煩
雑
・
複
雑
に

な
る
か
ら
」（
五
七
・
三
％
）、「
非
正
社
員
と

正
社
員
の
違
い
が
分
か
り
難
く
な
り
、
職
場

の
モ
ラ
ー
ル
が
低
下
す
る
か
ら
」（
四
〇
・

六
％
）
な
ど
が
上
位
に
あ
が
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
現
状
、
処
遇
の
バ
ラ
ン
ス
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
紙
幅
の
都
合
上
、

こ
こ
で
は
各
雇
用
区
分
の
就
労
意
欲
を
高
め

る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
雇
用
管
理
事
項
に

着
目
す
る
。
実
施
項
目
数
の
平
均
は
、
正
社

員
が
九
・
二
に
対
し
、
限
定
正
社
員
は
七
・

一
、
非
正
社
員
全
般
（
有
期
・
無
期
を
問
わ

ず
フ
ル
タ
イ
ム
あ
る
い
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の

非
正
社
員
）
は
五
・
五
で
あ
る
。
正
社
員
と

非
正
社
員
全
般
の
間
で
実
施
率
に
大
き
な
開

き
が
み
ら
れ
た
の
は
、
①
職
務
遂
行
状
況
の

評
価
、
評
価
に
対
す
る
納
得
性
の
向
上
（
四

四
・
一
㌽
差
）、
②
業
務
遂
行
に
伴
う
裁
量

権
の
拡
大
（
四
〇
・
三
㌽
差
）、
③
能
力
開

発
機
会
の
充
実
（
三
六
・
七
㌽
差
）、
④
優

秀
な
人
材
の
抜
擢
・
登
用
（
三
四
・
九
㌽
差
）、

⑤
能
力
・
成
果
等
に
見
合
っ
た
昇
進
や
賃
金

ア
ッ
プ
（
三
三
・
九
㌽
差
）
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
限
定
正
社
員
に
つ
い
て

は
非
正
社
員
全
般
よ
り
実
施
率
が
高
ま
る
も

の
と
、
あ
ま
り
違
い
が
な
い
も
の
が
み
ら
れ

る
。
具
体
的
に
は
、「
職
務
遂
行
状
況
の
評
価
、

評
価
に
対
す
る
納
得
性
の
向
上
」（
限
定
正
社

員
は
非
正
社
員
全
般
よ
り
二
九
・
四
㌽
高
い

六
七
・
〇
％
）
や
「
能
力
開
発
機
会
の
充
実
」

（
同
様
に
一
九
・
三
㌽
高
い
四
一
・
三
％
）、「
能

力
・
成
果
等
に
見
合
っ
た
昇
進
や
賃
金
ア
ッ

プ
」（
同
様
に
一
八
・
三
㌽
高
い
六
五
・
一
％
）

な
ど
に
つ
い
て
は
、
非
正
社
員
全
般
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
る
。
反
面
、「
業
務
遂
行
に
伴

う
裁
量
権
の
拡
大
」（
正
社
員
が
四
四
・
〇
％

に
対
し
、
限
定
正
社
員
は
一
一
・
九
％
、
非

正
社
員
全
般
は
三
・
七
％
）
や
、「
優
秀
な
人

材
の
抜
擢
・
登
用
」（
同
順
に
七
三
・
四
％
、

四
八
・
六
％
、
三
八
・
五
％
）
な
ど
に
つ
い

て
は
、
非
正
社
員
全
般
と
同
程
度
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

　
「
多
様
な
正
社
員
区
分
を
新
設
（
既
に
あ

る
場
合
は
拡
充
）す
る
こ
と
を
検
討
し
得
る
」

理
由
の
中
で
は
、「
人
件
費
の
抑
制
に
つ
な
が

る
か
ら
」
と
す
る
回
答
（
二
一
・
九
％
）
も

少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
た
。今
後
は
む
し
ろ【
無

期
契
約
の
社
員
】
が
多
元
化
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
中
に
あ
っ
て
は
、
無
期
―
有
期
の
契

約
労
働
者
間
に
と
ど
ま
ら
ず
、
無
期
契
約
の

労
働
者
間
（
と
く
に
フ
ル
タ
イ
ム
間
）
に
つ

い
て
も
、
仕
事
や
働
き
方
の
異
同
を
踏
ま
え

た
合
理
的
な
処
遇
バ
ラ
ン
ス
を
、
い
か
に
構

築
す
る
か
が
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
く
だ

ろ
う
。

②
雇
用
区
分
間
の
多
元
的
な
転
換

　

一
方
、
多
元
的
な
雇
用
区
分
間
に
お
け
る

処
遇
の
公
平
・
公
正
性
を
確
保
す
る
う
え
で

は
、
そ
れ
ら
の
間
で
互
い
に
行
き
来
で
き
る

よ
う
な
環
境
を
ど
う
整
備
す
る
か
も
重
要
な

課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

本
調
査
で
、
定
年
再
雇
用
社
員
以
外
の
非

正
社
員
を
雇
用
し
て
い
る
企
業
（
ｎ
＝
九
二

五
社
）
に
対
し
、
雇
用
区
分
間
で
転
換
で
き

る
制
度
や
慣
行
が
あ
る
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

非
正
社
員
か
ら
正
社
員
（
限
定
正
社
員
を
含

む
、
以
下
同
）
へ
転
換
で
き
る
制
度
や
慣
行

が
あ
る
企
業
は
七
割
超
（
七
二
・
四
％
）
だ
っ

た
（
図
表
８
）。
ま
た
、
非
正
社
員
と
正
社

員
の
間
で
、
相
互
に
転
換
で
き
る
制
度
や
慣

行
が
あ
る
企
業
は
四
社
に
一
社
（
二
五
・

〇
％
）。
一
方
、
正
社
員
か
ら
非
正
社
員
に

転
換
で
き
る
制
度
や
慣
行
を
持
つ
企
業
は
約

三
割
（
二
九
・
九
％
）
で
、
非
正
社
員
か
ら

正
社
員
に
の
み
転
換
可
能
が
四
六
・
二
％
、

正
社
員
か
ら
非
正
社
員
に
の
み
転
換
可
能
が

四
・
八
％
な
ど
と
な
っ
た
（
い
ず
れ
も
不
可

能
は
二
〇
・
八
％
）。

　

こ
れ
を
主
な
業
種
別
に
み
る
と
、
非
正
社

員
か
ら
正
社
員
へ
転
換
で
き
る
制
度
や
慣
行

を
持
つ
企
業
が
相
対
的
に
多
い
の
は
、「
生
活

関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、娯
楽
業
」（
九
四
・
四
％
）

や
「
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
」（
八
七
・

五
％
）、「
卸
売
業
、
小
売
業
」（
七
七
・
九
％
）

や
「
医
療
、
福
祉
」（
七
六
・
五
％
）
な
ど
で

あ
る
。
中
で
も
、
非
正
社
員
と
正
社
員
の
間

で
、
相
互
に
転
換
で
き
る
制
度
や
慣
行
が
あ

る
企
業
は
「
医
療
、
福
祉
」（
四
七
・
一
％
）

や
「
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
」（
三
一
・

三
％
）、「
卸
売
業
、
小
売
業
」（
三
〇
・
四
％
）

な
ど
に
多
い
。

　

反
面
、「
い
ず
れ
も
不
可
能
」
の
企
業
が
相

対
的
に
多
い
の
は
、「
情
報
通
信
業
」（
四
七
・

八
％
）
や
「
製
造
業
」（
三
二
・
四
％
）、「
学

術
研
究
、
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
」（
二
九
・

四
％
）、「
教
育
、学
習
支
援
業
」（
二
九
・
二
％
）

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
調
査
で
は
、
今
後
の
導
入
見
通
し
に
つ

い
て
も
尋
ね
て
い
る
。
現
在
は
ま
だ
な
い
が
、

「
制
度
や
慣
行
の
導
入
・
実
施
を
検
討
中
」

を
合
わ
せ
る
と
、
非
正
社
員
か
ら
正
社
員
へ

転
換
で
き
る
制
度
や
慣
行
を
持
つ
企
業
は
、

約
八
割
（
七
九
・
七
％
）
ま
で
増
加
す
る
見

通
し
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
正
社
員
か

ら
非
正
社
員
に
転
換
で
き
る
企
業
も
今
後
、

三
社
に
一
社
を
超
え
（
三
六
・
八
％
）、
相

互
転
換
可
能
な
企
業
も
三
社
に
一
社
程
度

（
三
三
・
二
％
）
ま
で
拡
大
す
る
見
込
み
で
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あ
る
。
結
果
と
し
て
、
正
社
員
・
非
正
社
員

の
間
で
何
ら
転
換
で
き
る
環
境
を
持
た
な
い

企
業
は
、六
社
に
一
社
程
度
（
一
六
・
八
％
）

ま
で
縮
小
す
る
見
通
し
で
、
雇
用
区
分
間
で

転
換
で
き
る
環
境
が
着
実
に
整
備
さ
れ
つ
つ

あ
る
。

◆　

◆　

◆

　

産
業
構
造
転
換
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
等
に
伴

う
不
確
実
性
の
高
ま
り
、
デ
フ
レ
経
済
下
で

強
ま
っ
た
人
件
費
抑
制
傾
向
な
ど
を
背
景
に
、

雇
用
者
に
占
め
る
非
正
規
の
職
員
・
従
業
員

比
率
は
四
半
世
紀
で
ほ
ぼ
倍
増
し
、
直
近
で

は
三
七
・
九
％
ま
で
高
ま
っ
た
（
労
働
力
調

査
詳
細
集
計
）。
こ
う
し
た
な
か
、
今
回
の

調
査
で
は
向
こ
う
五
年
間
に
、【
有
期
契
約
の

社
員
】
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
（
無
限
定
）
正
社

員
や
限
定
正
社
員
な
ど【
無
期
契
約
の
社
員
】

へ
の
「
揺
り
戻
し
」
が
図
ら
れ
る
可
能
性
が

示
唆
さ
れ
た
。
最
近
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
ス

タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
や
す

か
い
ら
ー
く
、
グ
ル
メ
杵
屋
、
イ
ケ
ア
・
ジ
ャ

パ
ン
や
ユ
ニ
ク
ロ
な
ど
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
、

小
売
業
を
中
心
に
「
揺
り
戻
し
」
の
動
き
が

見
ら
れ
始
め
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
動
き
が
、
仕
事
や
処
遇
、
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
の
組
み
直
し
な
ど
を
伴
い
な
が

ら
、
正
規
―
非
正
規
の
二
極
化
問
題
を
緩
和

す
る
も
の
と
な
る
の
か
、
ま
た
、【
無
期
契
約

の
社
員
】
の
多
元
化
に
よ
り
【
正
社
員
】
概

念
は
今
後
ど
う
変
わ
る
の
か
、
引
き
続
き
注

意
深
く
観
察
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
調
査
・
解
析
部　

部
長
・
荻
野
登
、
主
任

調
査
員
補
佐
・
渡
辺
木
綿
子
）

〔
注
〕

１　

記
者
発
表
資
料
はhttp://w

w
w
.jil.go.jp/institute/

research/2014/128.htm

を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、

調
査
結
果
の
全
容
は
、
年
末
を
目
途
に
調
査
シ
リ
ー
ズ

と
し
て
刊
行
予
定
で
あ
る
。

２　

本
調
査
で
は
、
派
遣
社
員
の
今
後
の
増
減
見
通
し
は

尋
ね
て
い
な
い
。そ
の
た
め
、「
派
遣
社
員
も
含
む
場
合
」

と
は
、
派
遣
社
員
が
あ
く
ま
で
現
状
数
の
ま
ま
推
移
す

る
と
仮
定
し
た
試
算
結
果
で
あ
る
。

３　

こ
う
し
た
結
果
は
、
向
こ
う
三
年
間
に
正
社
員
回
帰

の
兆
し
が
窺
え
る
と
報
告
し
た
、
二
〇
一
二
年
「
今
後

の
企
業
経
営
と
雇
用
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
」
結
果

や
、
非
正
社
員
比
率
（
一
四
・
四
％
）
よ
り
、
正
社
員

比
率
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
（
一
七
・
六
％
）
と
考
え

て
い
る
企
業
の
方
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
、
二
〇
一

三
年
「
構
造
変
化
の
中
で
の
企
業
経
営
と
人
材
の
あ
り

方
に
関
す
る
調
査
」
結
果
な
ど
と
も
符
合
し
て
い
る
。

図表８　非正社員⇔正社員間、限定正社員⇔正社員間における転換制度・慣行の導入（予定）状況

非正社員 正社員

限定正社員 無限定正社員
相互に転換可能

５５．１％

限定→無限定のみ２１．２％

無限定→限定のみ５．９％

非正社員→正社員に転換可能は

７２．４％（導入予定あり含めると７９．７％）

正社員→非正社員に転換可能は

２９．９％（導入予定あり含めると３６．８％）

相互に転換可能 ２５．０％

非正社員→正社員のみ転換可能 ４６．２％

正社員→非正社員のみ転換可能 ４．８％

（導入予定あり含めると３３．２％）

（ｎ＝定年再雇用以外の非正社員を

雇用している企業９２５社）

※無限定正社員⇔限定正社員間で

転換機会がない企業は１７．８％

※正社員⇔非正社員間で、転換機会が

ない企業は現状２０．８％→導入予定

あり除くと１６．８％まで減少へ

（ｎ＝限定正社員区分がある企業のうち、

有効回答があった１１８社）


